あわてて逃げようとしたが遅かった、安心ボムの投げた爆弾は、ぽくの目の前で大爆発!
小さい爆弾だったけど、爆風で勢いよくふっとばされる!(HPマイナス6
道に倒れこんだぼくは、フラフラする体をなんとか立て直すと、必死でバットを振りまわ
した。運よく2度目の爆撃は受けることなく、ぽくはようやく安心ボムを倒した。と-。
の突然、安心ボムの体が水たまりに飲みこまれ、代わりに、マリンブルーのペンダントが、
浮かび上がった。ペンダントには、大海原の絵が彫られている。
「海のペンダントだ!」うれしい戦利品を手に、ぼくは道を逆もどり。さっきの四ツ角へ。
『海のペンダント』を入手した。アイテムリストにチェックして………389ヘ
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ぼくたちは、傷つきながらも巨大ネズミに果敢に挑んだ!次第にヤツの動きが鈍くなり
ついには、ドウッとコンクリートの上に倒れふした。ぽくらは勝ったんだ!7
左隣の家にお邪魔して、奥さんに話を聞いた。
「あらあら、ポーラちゃんがいなくなったの。それは心配ねえ-わたしも、もし宅のペ
スちゃんがいなくなったら、心配で眠れなくなってしまいますもの。ペスちゃんたらね……」

